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⇔
⇔
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▽
前
橋
献
血
ル
ー
ム

（

〜

時

）

▽
高
崎
駅
献
血
ル
ー
ム
ハ
ー

モ
ニ
ー

（

〜

時

）

▽
太
田
献
血
ル
ー
ム

（

〜

時

）

▽
高
崎
市
新
町
保
健
セ
ン
タ

ー

（
９
時

〜

時

）
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９月 日 県警調べ
発 生 ＺＺＺＺＺＺ 28件

前年比
累計6441件 ＋128件
死 者 ＺＺＺＺＺＺ 1人
同34人 －1人
傷 者 ＺＺＺＺＺＺ 37人
同7952人 ＋155人

見頃を迎えたヒガンバナ

太田市と伊勢崎市の境を流れる早川

沿いの私設公園「早川淵彼岸花の里」

（伊勢崎市境三ツ木）で、ヒガンバナ

が見頃を迎えた。約3000平方㍍の園内

を真っ赤に染め来場者を楽しませてい

る。 日まで。

公園は2018年秋にいったん閉園した

が、昨年春に両市の有志が「早川淵彼

岸花の里を愛する会」を結成、地権者

や太田市新田下田中町の協力で整備し

た。今年は 万本以上が咲き、白い花

もある。川田幸男会長は「週末まで楽

しめそう」と来場を呼びかけている。

入場無料。午前６時～午後５時。近

くの下田中芝生公園とディップ西側従

業員駐車場を臨時駐車場として利用で

きる。「太平記の里」歴史研

究会のホームページ＝ＱＲコ

ード＝で開花状況を紹介して

いる。

（文 正田哲雄、写真 広沢達也）

園内染めるヒガンバナ
早川淵彼岸花の里で見頃

伊
勢
崎
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∪
∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪
∪

日

▽
関
越
道

【
上
り
車
線
規
制
】
昭
和
｜
赤

城
（
走
行
・
６
〜
翌
５
時

）
寄

居
Ｓ
Ｉ
Ｃ
｜
嵐
山
小
川
（
走
行
・

６
〜

時
）
東
松
山
｜
坂
戸
西
Ｓ

Ｉ
Ｃ
（
走
行
・
６
〜

時
、

〜

翌
６
時
）
所
沢
｜
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
走

行
・

〜
翌
５
時
）

【
下
り
車
線
規
制
】
練
馬
｜
所

沢
（
走
行
・

〜
翌
６
時
）
大
泉

Ｊ
Ｃ
Ｔ
｜
所
沢
（
走
行
、
追
越
・

〜
翌
５
時
）
三
芳
Ｓ
Ｉ
Ｃ
｜
川

越
（
追
越
・
９
〜

時
）
川
越
｜

鶴
ケ
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
走
行
・
９
〜

時
、
走
行
、
追
越
・

〜
翌
６
時
）

鶴
ケ
島
｜
東
松
山
（
走
行
・
６
〜

７
時
）
東
松
山
｜
嵐
山
小
川
（
走

行
、
追
越
・
６
〜
７
時
）
東
松
山

｜
花
園
（
追
越
・
９
〜

時
、
走

行
、
追
越
・

〜
翌
６
時
）
本
庄

児
玉
｜
上
里
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
追
越
・
６

〜

時
）
高
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
｜
高
崎
（
走

行
・

〜
翌
６
時
）
昭
和
｜
沼
田

（
走
行
・
７
〜

時
）
沼
田
｜
月

夜
野
（
追
越
・
８
〜

時
）

▽
上
信
越
道

【
上
り
車
線
規
制
】
東
部
湯
の

丸
｜
小
諸
（
走
行
・
６
〜
翌
５
時

）
佐
久
平
Ｓ
Ｉ
Ｃ
｜
碓
氷
軽
井

沢
（
走
行
・
６
〜
翌
５
時

）
佐

久
平
Ｓ
Ｉ
Ｃ
｜
松
井
田
妙
義
（
走

行
・
８
〜

時
）
吉
井
｜
藤
岡
（
走

行
・
７
〜

時
）

【
下
り
車
線
規
制
】
藤
岡
｜
吉

井
（
追
越
・
６
〜

時
）
松
井
田

妙
義
｜
碓
氷
軽
井
沢
（
走
行
・
８

〜

時
、
追
越
・
７
〜

時
）
碓

氷
軽
井
沢
｜
佐
久
平
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
走

行
・
６
〜

時
）
上
田
菅
平
｜
坂

城
（
走
行
・
８
〜

時
）

▽
北
関
東
道

緊
急
以
外
車
線
規
制
工
事
な
し

力強い演奏を披露して日本一決定戦へ駒を進めた上州吉井太鼓

ビ
デ
オ
審
査
を
通
過
し

た
５
県
の
８
団
体
が
ス
テ

ー
ジ
上
で
実
力
を
競
っ

た
。
上
州
吉
井
太
鼓
は

〜

歳
の

人
で
臨
み
、

メ
ン
バ
ー
の
武
田
千
明
さ

ん

が
上
野
三
碑
の
一

つ
「
多
胡
碑
」
に
ま
つ
わ

る
伝
説
や
、
同
団
体
の
法

被
に
描
か
れ
た
チ
ョ
ウ
な

ど
か
ら
着
想
を
得
て
作
曲

し
た
「
金
色
の
蝶

ち
ょ
う

」
を

演
奏
。
軽
快
な
音
色
で
会

場
を
沸
か
せ
た
。

昨
年
の
大
会
に
も
同
じ

曲
で
挑
戦
し
た
が
、
惜
し

く
も
４
位
で
日
本
一
決
定

戦
へ
の
出
場
を
逃
し
た
。

高
崎
市
外
の
メ
ン
バ
ー
も

い
て
、
練
習
に
全
員
が
そ

ろ
う
機
会
は
少
な
か
っ
た

と
い
う
が
、
演
奏
の
様
子

を
撮
影
し
た
動
画
を
共
有

し
た
り
、
互
い
に
意
見
を

言
い
合
っ
た
り
し
て
、
一

体
感
や
音
色
に
磨
き
を
か

け
て
き
た
。

最
年
少
の
小
林
春
花
さ

ん
（
高
崎
入
野
中
３
年
）

は
「
と
て
も
緊
張
し
た
が
、

楽
し
く
演
奏
で
き
た
」
と

振
り
返
り
、
武
田
さ
ん
は

「
み
ん
な
で
楽
し
く
演
奏

す
る
上
州
吉
井
太
鼓
を
日

本
一
決
定
戦
で
も
見
せ
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

（
深
沢
千
尋
）
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２

お
く
や
み
記
事
を
充
実

希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
、
従
来
の
内
容
に
加
え
、
「
故
人
の
人
柄
や

思
い
出
、
業
績
」
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
上
毛
新
聞

社
編
集
局
（
☎
０
２
７
・
２
５
４
・
９
９
３
３
）
へ
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

近
藤

晃
さ
ん
（
こ
ん

ど
う
・
あ
き
ら
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
総
社

町
。

日
に
家
族
葬
で

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男

の
尚
志（
た
か
し
）さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

大
舘

幸
子
さ
ん
（
お

お
だ
て
・
さ
ち
こ
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
千

代
田
町
。

日
正
午
か

ら
六
供
町
４
ノ

ノ
１
の

日
典
ラ
サ
想
殯
館
前
橋
で

家
族
葬
で
行
う
。
喪
主
は

お
い
の
勉
（
つ
と
む
）
さ

ん
。∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

北
爪

巴
さ
ん
（
き
た

づ
め
・
と
も
え
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
鼻
毛

石
町
。

日

時
半
か

ら
同
所

ノ

の
Ｊ
Ａ
前

橋
市
み
や
ぎ
聖
苑
。
喪
主

は
長
女
の
夫
で
吉
岡
町
職

員
の
藤
岡
孝
広
（
ふ
じ
お

か
・
た
か
ひ
ろ
）
さ
ん
。

花
と
手
芸
が
好
き
な
、

優
し
い
母
で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

嶋
津

栄
夫
さ
ん
（
し

ま
づ
・
ひ
で
お
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
山
王

町
１
丁
目
。

日

時

か
ら
天
川
大
島
町
１
ノ

の
市
斎
場
。
喪
主
は
長
男

で
日
本
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

工
業
課
長
の
貴
弘
（
た
か

ひ
ろ
）
さ
ん
。

将
棋
が
好
き
で
、
陽
気

な
父
で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

長
沢

紀
世
寿
さ
ん

（
な
が
さ
わ
・
き
よ
じ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅

は
茂
木
町
。

日

時

半
か
ら
天
川
大
島
町
１
ノ

の
市
斎
場
で
家
族
葬
で

行
う
。
喪
主
は
長
男
の
英

樹
（
ひ
で
き
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

田
中

喜
美
子
さ
ん

（
た
な
か
・
き
み
こ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は

若
宮
町
。

日

時
か

ら
北
代
田
町

の
ぐ
ん
か

ん
ア
モ
ー
ト
若
宮
で
家
族

葬
で
行
う
。
喪
主
は
長
男

の
健
一
（
け
ん
い
ち
）
さ

ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

立
川

正
明
さ
ん
（
た

ち
か
わ
・
ま
さ
あ
き
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は

粕
川
町
深
津
。

日

時
半
か
ら
天
川
大
島
町
１

ノ

の
市
斎
場
。
喪
主
は

長
男
で
勝
山
工
務
所
取
締

役
総
括
室
長
の
貴
（
た
か

し
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

福
井

裕
文
さ
ん
（
ふ

く
い
・
ひ
ろ
ふ
み
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
本

町
。

日
に
家
族
葬
で

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男

の
誠
（
ま
こ
と
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

萩
原

泉
さ
ん
（
は
ぎ

わ
ら
・
い
ず
み
‖
元
萩
原

工
務
店
経
営
）

日
死
去
。

歳
。

家
族
葬
で
行
わ

れ
た
。
喪
主
は
長
男
の
松

本
泉
二
（
ま
つ
も
と
・
も

と
か
ず
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

樺
沢

宮
子
さ
ん
（
か

ば
さ
わ
・
み
や
こ
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
富

士
見
町
小
暮
。

日
に

家
族
葬
で
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
夫
の
弘
（
ひ
ろ
し
）

さ
ん
。

動
物
が
好
き
な
優
し
い

妻
で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

茂
木

さ
と
さ
ん
（
も

ぎ
・
さ
と
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は
富
士
見
町

原
之
郷
。

日

時
か

ら
北
代
田
町

の
ぐ
ん
か

ん
ア
モ
ー
ト
若
宮
。
喪
主

は
長
女
の
熊
谷
紀
子
（
く

ま
が
い
・
の
り
こ
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

茂
木

友
次
さ
ん
（
も

ぎ
・
と
も
じ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は
新
町
。

日

時
半
か
ら
同
所

ノ
１
の
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
し
ん
ま
ち
。
喪
主
は
長

女
の
中
西
富
士
子
（
な
か

に
し
・
ふ
じ
こ
）
さ
ん
。

穏
や
か
な
父
で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

横
尾

佐
千
子
さ
ん

（
よ
こ
お
・
さ
ち
こ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は

中
室
田
町
。

日
に
家

族
葬
で
行
わ
れ
た
。
喪
主

は
長
男
の
俊
一
（
し
ゅ
ん

い
ち
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

鈴
木

晃
さ
ん
（
す
ず

き
・
あ
き
ら
‖
群
馬
読
売

写
真
ク
ラ
ブ
顧
問
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
石

原
町
。

日

時
か
ら

日

時
半
か
ら
寺
尾

町

の
日
典
ラ
サ
中
山
。

喪
主
は
長
男
の
充
（
み
つ

る
）
さ
ん
。

写
真
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
面
倒
見
の
良
い
父
で

し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

古
嶋

俊
男
さ
ん
（
ふ

る
し
ま
・
と
し
お
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
上

里
見
町
。

日

時
か

ら
上
室
田
町

ノ
１
の
は

る
な
く
ら
ぶ
ち
聖
苑
。
喪

主
は
妻
の
桃
代
（
も
も
よ
）

さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

清
水

雅
美
さ
ん
（
し

み
ず
・
ま
さ
み
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
箕
郷

町
。

日

時
半
か
ら

箕
郷
町
上
芝

ノ
１
の
高

崎
箕
郷
メ
モ
リ
ー
ド
ホ
ー

ル
で
家
族
葬
で
行
う
。
喪

主
は
妻
の
藤
代
（
ふ
じ
よ
）

さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

矢
尻

弘
二
さ
ん
（
や

じ
り
・
ひ
ろ
じ
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
上
並

榎
町
。

日

時
か
ら

問
屋
町
西
１
ノ

ノ
６
の

日
典
ラ
サ
想
殯
館
高
崎
。

喪
主
は
妻
の
芳
子
（
よ
し

こ
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

原
田

盛
幸
さ
ん
（
は

ら
だ
・
も
り
ゆ
き
‖
原
田

製
材
代
表
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は
倉
渕
町
三

ノ
倉
。

日

時
か
ら

中
里
見
町

ノ
１
の
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
恵
星
。
喪

主
は
長
女
の
夫
で
ケ
イ
エ

ム
工
業
社
長
の
小
間
貞
行

（
こ
ま
・
さ
だ
ゆ
き
）
さ

ん
。∂

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

大
谷

国
司
さ
ん
（
お

お
た
に
・
く
に
し
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
新

栄
町
。

日

時
半
か

ら
連
取
町

ノ

の
日
典

ラ
サ
連
取
で
家
族
葬
で
行

う
。
喪
主
は
妻
の
秀
子
（
ひ

で
こ
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

諏
訪

弘
さ
ん
（
す
わ

・
ひ
ろ
し
‖
魚
や
大
水
代

表
）

日
死
去
。

歳
。

自
宅
は
国
定
町
。
葬
儀
は

日

時
半
か
ら
波
志
江

町

の
い
せ
さ
き
聖
苑
。

喪
主
は
長
男
の
貴
洋
（
た

か
ひ
ろ
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

萩
原

弥
生
さ
ん
（
は

ぎ
わ
ら
・
や
よ
い
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
樋

越
。
葬
儀
式
は

日

時

半
か
ら
伊
勢
崎
市
中
央
町

ノ
５
の
家
族
葬
の
赤
石

藩
で
家
族
葬
で
行
う
。
喪

主
は
長
男
の
彰
治
（
し
ょ

う
じ
）
さ
ん
。
次
男
は
フ

ァ
イ
ン
ツ
ー
ル
社
長
の
広

明
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

園
田

ヨ
ネ
さ
ん
（
そ

の
だ
・
よ
ね
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は
川
内
町
２

丁
目
。

日

時
か
ら

広
沢
町
５
ノ

ノ
５
の
市

斎
場
。
喪
主
は
長
男
の
順

一
郎
（
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）

さ
ん
。

温
厚
で
穏
や
か
で
働
き

者
の
人
で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

柏
崎

幸
男
さ
ん
（
か

し
わ
ざ
き
・
ゆ
き
お
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は

仲
町
３
丁
目
。

日

時
か
ら

日
９
時
半
か

ら
広
沢
町
５
ノ

ノ
５
の

市
斎
場
。
喪
主
は
長
男
の

光
宣
（
み
つ
の
り
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

木
村

要
子
さ
ん
（
き

む
ら
・
よ
う
こ
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
小
窑

木
町
。

日

時
か
ら

日

時
半
か
ら
浜
町

ノ

の
市
斎
場
。
喪
主

は
長
男
で
木
村
精
肉
店
主

の
貞
義
（
さ
だ
よ
し
）
さ

ん
。∂

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

針
谷

照
子
さ
ん
（
は

り
が
や
・
て
る
こ
）

日

死
去
。

歳
。
自
宅
は
松

沼
町
。

日

時
半
か

ら
苗
木
町

の
市
斎
場
で

家
族
葬
で
行
う
。
喪
主
は

長
男
の
秀
和（
ひ
で
か
ず
）

さ
ん
。

家
族
思
い
の
優
し
い
母

で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

川
島

ナ
カ
さ
ん
（
か

わ
し
ま
・
な
か
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
上
三

林
町
。

日
正
午
か
ら

近
藤
町
２
ノ

の
極
楽
斎

場
。
喪
主
は
長
女
の
光
子

（
み
つ
こ
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

湯
沢

芳
美
さ
ん
（
ゆ

ざ
わ
・
よ
し
み
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
大
街

道
。

日
に
家
族
葬
で

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
妻
の

千
代
（
ち
よ
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

荒
川

成
人
さ
ん
（
あ

ら
か
わ
・
し
げ
ひ
と
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は

緑
町
。

日

時
半
か

ら
東
美
園
町

ノ

の
館

林
メ
モ
リ
ー
ド
ホ
ー
ル
で

家
族
葬
で
行
う
。
喪
主
は

妻
の
美
智
子
（
み
ち
こ
）

さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

加
藤

勝
史
さ
ん
（
か

と
う
・
か
つ
し
）

日
死

去
。

歳
。
自
宅
は
笠
懸

町
阿
左
美
。

日

時

半
か
ら
同
所

ノ
１
の
メ

モ
リ
ア
ル
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ

ス
か
さ
か
け
で
家
族
葬
で

行
う
。
喪
主
は
妻
の
ハ
ツ

エ
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

下
條

千
代
子
さ
ん

（
し
も
じ
ょ
う
・
ち
よ
こ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅

は
吉
田
。
葬
儀
は

日

時
半
か
ら
邑
楽
町
篠
塚

の
さ
か
い
わ
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
紫
苑
。
喪
主
は
長

男
の
崇
幸
（
た
か
ゆ
き
）

さ
ん
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

岸

勝
治
さ
ん
（
き
し

・
か
つ
じ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は
金
井
。

日
に
家
族
葬
で
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
妻
の
マ
ツ
子

さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

田
村

す
ぎ
さ
ん
（
た

む
ら
・
す
ぎ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は
藤
岡
。

日
に
家
族
葬
で
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
長
男
の
英
男

（
ひ
で
お
）
さ
ん
。

花
と
俳
句
が
好
き
で
し

た
。∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

黒
沢

フ
ミ
エ
さ
ん

（
く
ろ
さ
わ
・
ふ
み
え
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅

は
上
日
野
。

日

時

か
ら

日

時
か
ら
藤

岡

ノ
８
の
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
藤
岡
聖
苑
。
喪
主

は
長
男
の
邦
明
（
く
に
あ

き
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

黒
沢

と
よ
子
さ
ん

（
く
ろ
さ
わ
・
と
よ
こ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅

は
保
美
。

日

時
半

か
ら
藤
岡

ノ
２
の
プ
リ

エ
ー
ル
中
里
で
家
族
葬
で

行
う
。
喪
主
は
次
男
の
英

雄
（
ひ
で
お
）
さ
ん
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

小
板
橋

正
紀
さ
ん

（
こ
い
た

ば
し
・
ま

さ
の
り
）

日

死

去
。

歳
。

自
宅
は
松
井
田
町
新
堀
。

日

時
か
ら

日

時
か
ら
簗
瀬

ノ
２
の

メ
モ
ー
リ
ア
豊
徳
。
喪
主

は
妻
の
裕
美
子
（
ゆ
み
こ
）

さ
ん
。

誠
実
な
人
で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

宮
崎

美
智
子
さ
ん

（
み
や
ざ
き
・
み
ち
こ
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅

は
原
市
。

日

時
半

か
ら
簗
瀬

ノ
２
の
メ
モ

ー
リ
ア
豊
徳
で
家
族
葬
で

行
う
。
喪
主
は
長
男
の
功

（
い
さ
お
）
さ
ん
。

料
理
と
花
を
育
て
る
こ

と
が
好
き
で
、
思
い
や
り

の
あ
る
母
で
し
た
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

市
川

弥
人
さ
ん
（
い

ち
か
わ
・
み
つ
と
‖
吉
田

屋
社
長
）

日
死
去
。

歳
。
自
宅
は
草
津
。

日

時
か
ら

日

時

か
ら
同
所

ノ

の
西
あ

が
つ
ま
い
ず
み
セ
レ
モ
ニ

ー
。
喪
主
は
長
男
で
草
津

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
支
配

人
の
典
克
（
の
り
か
つ
）

さ
ん
。

上
州
吉
井
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー

ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば

ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

高
崎
市
連
雀
町
の
家
電
専

門
店
「
サ
ウ
ン
ド
・
エ
コ
ー
」

（
矢
嶋
伸
也
社
長
）
は

日

〜

月
５
日
、
東
京
都
中
央

区
の
ソ
ニ
ー
ス
ト
ア
銀
座
で

「
グ
ン
マ
ー
の
よ
い
と
こ
写

真
展
」
を
開
く
。
同
店
の
顧

客
グ
ル
ー
プ
が
撮
影
し
た
本

県
の
魅
力
を
伝
え
る

枚
を

展
示
す
る
。

ソ
ニ
ー
製
カ
メ
ラ
を
扱
う

同
店
は
６
、
７
年
ほ
ど
前
か

ら
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
撮
影
会

を
月
１
回
開
き
、
愛
好
家
グ

ル
ー
プ
「
あ
る
ふ
ぉ
と
」
を

結
成
。
写
真
展
に
は
メ
ン
バ

ー

人
が
本
県
の
風
景
や
自

然
、
文
化
を
題
材
に
撮
影
し

た
作
品
を
出
品
す
る
。

同
店
で
カ
メ
ラ
を
担
当
す

る
須
藤
奈
穂
子
さ
ん
は
「
都

内
の
方
に
群
馬
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
い
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
同
市
出
身
の
写
真

家
兼
モ
デ
ル
の
川
辺
優
紀
子

さ
ん
の
作
品
も
展
示
す
る
。

午
前

時
〜
午
後
７
時

（
最
終
日
は
同
４
時
）
。
入

場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
同

店
（
☎
０
２
７
・
３
２
２
・

６
５
０
０
）
へ
。

（
丸
山
朱
理
）写真展をＰＲする須藤さん

本
県
の
魅
力

写
真

枚
で

サ
ウ
ン
ド
・
エ
コ
ー

日
か
ら
東
京

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

太
田
市
出
身
の
箏
曲

家
、
本
間
貴
士
さ
ん

が
所
属
す
る
民
謡
ア
レ
ン

ジ
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｅ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

（
ミ
カ
ゲ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
」
の
ラ
イ
ブ
「
壮そ

う

途と

」

が

月

日
、
太
田
市
学

習
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
る
。
八
木
節
な
ど
本
県

ゆ
か
り
の
民
謡
な
ど
を
現

代
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
楽

曲
を
披
露
す
る
。

本
間
さ
ん
は
２
０
２
０

年
に
佐
藤
公
基
さ
ん
（
尺

八
）
、
浅
野
祥
さ
ん
（
津

軽
三
味
線
）
と
同
ユ
ニ
ッ

ト
を
結
成
。
各
地
の
民
謡

の
価
値
を
発
信
し
よ
う

と
、
国
内
外
で
公
演
を
行

っ
て
い
る
。

今
回
の
ラ
イ
ブ
で
は
、

本
県
や
栃
木
県
で
八
木
節

の
保
存
、
継
承
に
取
り
組

む
３
団
体
と
共
演
し
、
ス

テ
ー
ジ
を
華
や
か
に
彩

る
。
本
間
さ
ん
は
「
民
謡

を
ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
な
ど

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
。
幅
広
い
世
代

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
来
場
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

当
日
は
午
後
３
時
開

演

一
般
４
８
０
０
円
な

ど

チ
ケ
ッ
ト
は
販
売
サ

イ
ト

ロ
ー
チ
ケ

な
ど
で

扱
う

問
い
合
わ
せ
は
メ

ー
ル
で
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
コ
ン

サ
ー
ト
事
務
局

へ

神
辺
尚
美

放
送
大
群
馬
学
習
セ
ン

タ
ー
の
開
設

周
年
記
念

行
事
が
前
橋
市
の
県
立
図

書
館
で
開
か
れ
た
。
学
校

関
係
者
ら
が
今
後
の
教
育

活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
面
接
授

業
や
単
位
認
定
試
験
、
学

習
指
導
な
ど
を
行
う
施
設

と
し
て
１
９
８
５
年
に
開

設
。
同
館
で
は
、
セ
ン
タ

ー
に
所
属
す
る
学
生
グ
ル

ー
プ
の
活
動
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
た

他
、
群
馬
大
名
誉
教
授
の

嶋
田
淳
子
さ
ん
が
「
学
び

と
創
造
で〝
そ
の
先
〞へ
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
工
藤
貴

子
所
長
は
式
典
で
「
学
生

の
皆
さ
ま
が
今
後
も
楽
し

く
続
け
て
い
け
る
よ
う

に
、
バ
ト
ン
を
渡
す
の
が

わ
れ
わ
れ
教
職
員
の
重
要

な
役
目
と
の
思
い
を
強
く

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

（
高
橋
和
真
）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

応
募
は
１
人
５
点
以

内
。
特
賞
３
点
の
他
に
各

賞
を
用
意
す
る
。
最
高
賞

の
村
長
賞
に
は
賞
金
３
万

円
と
副
賞
を
贈
る
。
審
査

結
果
は

月
下
旬
に
入
賞

者
に
書
面
で
通
知
す
る
。

応
募
票
は
村
役
場
で
配

布
す
る
他
、
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。
タ
イ
ト
ル
や
撮

影
場
所
、
氏
名
、
住
所
、

連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
、

村
む
ら
づ
く
り
観
光
課
に

郵
送
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
同
課
（
☎
０
２
７
８
・

５
８
・
２
１
１
２
）
へ
。

ライブへの来場を呼び

かける本間さん

県立図書館で開かれた記念行事

多
彩
な
職
業

体
験
し
よ
う

来
月
５
日
に
桐
生

将
来
の
職
業
選
択
の
参

考
に
し
て
も
ら
お
う
と
、

桐
生
青
年
会
議
所
は

月

５
日
、
桐
生
市
の
小
梅
琴

平
公
園
で
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
や
っ
て
み
た
い
！
が
未

来
を
つ
く
る
」
を
開
く
。

パ
テ
ィ
シ
エ
や
ネ
イ
リ

ス
ト
、
政
治
家
な
ど
の
職

業
を
体
験
で
き
る
ブ
ー

ス
、
バ
ス
ボ
ム
や
シ
ー
グ

ラ
ス
、
絵
画
の
制
作
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
。
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
も
出
店
す
る
。

午
前

時
〜
午
後
４

時
。
参
加
無
料
。
雨
天
の

場
合
は

月
２
日
に
順

延
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会

議
所
（
☎
０
２
７
７
・
４

６
・
３
７
７
７
）
へ
。

社
会
教
育
の
課
題

解
決
策
を
探
る

北
毛
地
区
研
究
集
会

北
毛
地
区
の
社
会
教
育

委
員
が
参
加
す
る
研
究
集

会
が
沼
田
市
の
県
利
根
沼

田
振
興
局
で
開
か
れ
た
。

人
が
事
例
発
表
や
講
演

を
通
し
て
社
会
教
育
の
課

題
や
解
決
策
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

事
例
発
表
で
は
「
沼
田

市
社
会
教
育
委
員
の
会

議
」
の
小
林
昭
紀
委
員
長

が
「
地
域
資
源
を
生
か
し

た
次
世
代
へ
の
つ
な
が
り

づ
く
り
」
、
嬬
恋
村
社
会

教
育
委
員
会
議
の
高
丸
和

江
議
長
が
「
村
に
お
け
る

社
会
教
育
委
員
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
紹
介
し
た
。

県
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
（
岩
崎
哲
会
長
）

な
ど
が
毎
年
開
い
て
い

る
。
太
田
市
出
身
の
放
送

作
家
、
岐
部
昌
幸
さ
ん
の

講
演
会
や
な
ど
も
行
わ
れ

た
。

（
石
黒
淳

40周年 教育発展へ誓い
放送大群馬学習センター

民
謡
を
ア
レ
ン
ジ

ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ

ミ
カ
ゲ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ラ
イ
ブ
太 田 で
来月18日

上
州
吉
井
太
鼓

３
位

組 太 鼓
一般の部

〆〇 ーーーー ―‐

／＼ ～～～～ ‖｜

太鼓祭 東日本
・北日本大会 日本一決定戦へ出場
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事例発表する

小林委員長

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

高崎市民らでつくる「上州吉井太

鼓」が、和太鼓コンテスト「太鼓祭

埼玉 第 回東日本・北日本大

会」（７日、埼玉県鴻巣市）の組太

鼓一般の部で３位入賞を果たし、日

本一決定戦（ 月、さいたま市）へ

の出場を決めた。昨年の東日本・北

日本大会で４位となった悔しさをば

ねに練習を重ねた成果が実を結ん

だ。
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（１９） (令和７年)（１９） (令和７年)
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